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山口県自然観察指導員協議会会誌

山口自t書館察会 No.108 
2020年 10月(秋号)

私たちは地球生命体の永遠なるいのちを願って活動しています
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今後の会議の予定

令和2年度会計監査 日時令和2年11月1日(日)

令和3年度第1回役員会日時令和2年11月8日(日) 下松中央公民館

! 令和3年度開会
日時令和2年11月 15日(日)10:00'"'-'

場所アクトピレッジおの

-総会

・講話田中 浩氏(第3支部)

『山口県の身近な晴乳動物のおもしろい生態』

・観察会 上原勇一郎氏(第4支部)

『小野湖周辺の野鳥観察』

※ なお、当日は駐車場で農機具の展示会が開催予定ですn

隣接する多目的広場にl駐車するようお願いします。案内あり。

国間開瞬間四冨淘洞回早...，.担問!""'!瞬原田監~田町軍司P>Z盟曙喝珊四:?r..z祖陸~t.:I 嘩高祖母唇掃覧車祖.，_温掴踊睡場咽泊思a事国回白区a日・!f~:冨:........

表紙説明

第564回 NACS-，-J自然観察指導員講習会・山口

初秋の秋吉台を舞台に、県内外から参加した28名の皆さんは、

座学や野外実習、そして、ミニ観察会を体験して、みごとに

NACS-Jの真新しい腕章を手にしました。

令和2年 (2020年)9月19日(土)""'20日(日) 植田高弘
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新入会員 20名! ! 

自然観察指導員講習会 in秋吉台終了

会長大田和彦

新自然観察指導員の皆様おめでとうございます。これからどうぞよろ

しくお願い申し上げます。

秋の味覚のマツタケも絶滅危慎種になったようです。現状のままでは地

球環境はどのよう変化するのか危慎されます。我々の活動により微力なが

ら環境悪化・生物種の減少を食い止めていきたいと思います。

現在の会員数は 20名増え、 100名となりました。久し振りに若い人

も多数加入されました占新入会員の皆様には期待しています。各種観察会

や研修会には多くの会員が積極的に参加されますようお願いします。また、

1 1月には令和 3年度定時総会が開催されます。大多数の会員の出席をお

願いします。

最後になりましたが、皆様方の御健勝と御活躍を祈念します。

座

緊張した?

ぷ坦.
号・

ミニ観察舎 や

ゐ
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I本部・支部共催活動報告】 かたつむり観察会令和2年6月21日(日)
於:秋吉台およ'(JtJJI蹄・弁天地

第3支部増野和幸

梅雨のまっただ中、当日は曇り空の観察会には最適の天気でした。午前中は、秋吉台

エコミュージアムの恒例行事・親子かたつむり観察会と合同での活動で、 9時半に台上

の長者ケ森駐車場に集合。日程説明と草原で観察できるかたつむりについて説明があり

ました。その後、近くの長者ケ森に移動し、林内でかたつむり探し。貝掘り用の熊手を

手に、落葉の下、倒木、樹幹など、興味津々に探しました。身近な生きものですが、い

ざ探すとなるとなかなか見つからないものです。子どもたちの目は鋭く、約40匹、 5
種類を見つけ、観察することができました。長者ケ森での観察を終え、麓の林の石灰岩

表面に生息する紅色をした微小なかたつむり、ベニゴマオカタニシの観察に移動しまし

た。最初は、石灰岩表面のどこにも見つからなかったのですが、目が慣れて1匹が見つ

かると、ここあそことたくさんいるのが観震できました。駐車場の広場で終わりのお話

を聞いて、親子の皆さんとはお別れをしましむ

協議会のメンバーは、別府の弁天池に移動し、池近くの厳島神祖境内でお弁当を食べま

し丸湧水のエメラノレドグリーンと、流水中の部類ベニマダラの赤褐色の美しさには、メ

ンノ号ーも思わずカメラのシャッターを切っていました。

午後からの観擦は、弁天池の畔にあるフジやモミジの樹幹にしがみつくように、細々と

生息している煙管貝・シイボルトコギセルと、そばを流れる流水に漫る落葉の裏に生息す

るアキヨシホラアナミジンニナ、そして渓流中の小石に生息する小型のチリメンカワニナ

の3種類でしむいすサもも手に取り写真に撮影したり、/レ』ザ〈で観察したりしました。
今回は、陸のかたつむりだけでなく、淡水にすi:r貝も観察しましたが、身近にいる小さ

な生き物にも目を向け、自然に親しむのも楽しいと感じました。

当日の参加者は、親子かたつむり観察会 16名、指導員協議会関係17名でした。参
加された皆さん、遠路お疲れ様でした。 滋観撰した員の種類は下昔日の通りです。
!?訳ヲ写符二一一七子更手石.)~-ごデヲヲ月才一つ苓二;:?~);:.~百羽;平才!

!・ツクシマイマイ ・ベエゴマオカタニシ ・アキヨシホラアナミジンニナ(ホ

i ラアナミジンニナ) ・チリメンカワニナ ?シイボルトコギセノレ i 
一一一+叩一一一一---一一ー一一一一回一ー一一回目山"山一一"一一-一一一ー一一一一一"一“一一一一一ーーー四一ーー甲山一-
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佐:駐車場で草原のかたつむりについて説明)

(下左;微小なベエゴマオカタニシの観劇

(下中:森の中でかたつむり傑し)

t下右:樹鞠こ生息するシイボルトコギセル)
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寝泊山.Jjl五郎山@健全活動及び植生踊董
本部・ 2支部

定点観測を行っている寂地山縦走路と小五郎山金山谷ルート(登山道)の点検

整備と植生調査を下記の要領で行います。来春も点検整備を行って、植物観察

のシーズンを迎えたいと思いますので、ご協力よろしくお願いします。

0 寂地山

日 .時

集合

予備日

0 小宜郎山

日時

集合

予備日

持参物

1 0月 10日(土) 9:00.......16:00 

9 : ，0 0 蜜地峡入口駐車場

※緑のスタッフジャンパ一目印

1 0月 11日(日) 9:00.......16:00 

1 0月 17日〈土) 8:00.......17:00 

8:00 錦川清流線錦町駅

※緑のスタッフジャンパ一目印

1 0月 18日(日) 8:00.......17:00 

弁当、お茶、タオル、軍手、雨具、のこぎり、鎌

注意事項 ・スズメパチ対策…黒い服装は不可

・保険の対応は各自でお願いします。

・参加希望者は、前日までに下記へ連絡ください。

(当日、飛び入り参加も歓迎!) 

※連絡先 大田1iL・ fax 0 8 3 3 -4 6 -0 1 0 3 

携帯 0-9 0 -1 1 8 9 -8 7 6 9 
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.3糞留コウモリの生篇
・秋曾台サファ収研修会 .加者..

令和2年 10月24日(土) (雨天決行)

場所:秋吉台科学博物館・秋吉台サファPランド

山口県内に生息する噛乳動物であるコウモリの生態について、研究者である秋吉台
科学博物館の有国麻里さんにお話をうかがいます。秋吉台には石灰岩の洞窟が数多く

存在しますが、その桐窟を生息場所とするコウモリがいます。石田さんは、長年にわ

たってその生障を調査し研究しておられます。かつては、私たちの住居にもコウモリ

が住んでいたり、夕方になるとタ閣の中を羽ばたく姿を見たものです。最近のコウモ

リたちの状況はどうなっているのでしょう。興味ある話題が出てくると思います。

秋吉台サファリランドは、県内はもちろん、全国的にも数少なくなったサファリラ

ンドの一つです。今なお数多くの野生動物たちが自然の環境の中で生活し、多くの人

たちが身近で観察したり、接したりすることができます。日々、野生動物のお世話を

し、その生態を解説しておられる池辺祐介園長さんや飼育員の方々にお揺をうかがい

ます。動物たちとの接し方やガイドの仕方、モットーとしていること、失敗続も含め

たお話が聞けると思います。また、実際のガイドの見学も予定しています。

以上、内容の濃い研修会になると思います。支部以外の方、会員以外の方の参加も

OKです。ふるってご参加ください。
なお、参加を希望される方は、事前に人数を把握したいと思います。事前に下記ま

でメール、電話等でお申し込みください。

，凶

申込先:増野 (090-8997-3368、bashinoljs4.同-net.ne.jp)

[13程). 
0集合時間 :10:00 秋吉台科学博物館前駐車場
。日程:コウモリ講演会 10:15-11:00 

秋吉台科学惇物館見学 11:00-11:30 

移動・昼食 秋吉台サファリランドレストラン 12:00-12:45 

※各自お弁当等をとられでも可。

サファリランド研修会 13:00-15:00 

解散サファリランドにて。

(rRDBやまぐち2019JWebより 秋吉台サファリランドHPより)
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講演会のご案/内

~ お間合わせ・詳細等はセミナーパークHPへ ~ 

持続可能な
循環型社会を
めざ「して
~プラスチックごみの行方~
山口大学名誉教授

浮田正夫氏
rq6qJ匹~.大学大学院息学研究科修士飯程圏E装化学専攻修了
rq6q年山口大学工学毎土木工学科助手
rQS3年京智大学副首文エ学1t士
rqsq年自陣師・助教授を絡τ山口大学工学卸教授
2007年退鳴、山口大学名替教授

専門分野は水質管理.廃棄物、型車績倫理等.

現住‘字却型車縫閣僚笛カ也会顧問、NPm去人うベ環績コミュニティー
理E・4量、山ロ市・下関市・周南市環型車審餓会委員、ESDうぺ推進協由民
会会長ヒして、ESD環境歓宵にカを入れTい晶.

山口県セミナーパーク踊霊園圃圃圃

150名州側腕り
E璽 ホームページH榔廿イトJr附明J臥ザれわゆ脱帽申込み〈自仙

電鑑・FAXでのお@込みは受け付けて組版ttん.(直面司欄}

唱。月唱S目{木)-唱唱月唱7目{火)(ハガキの織合隠必釦

e新山口駅(新鴨緑口) :四辻駅; ーセミナーパーク :圃圃園園圃園園田
何帽F 司 12=30 _.. 噌:a:開 ー争 唱r.u pc::.::.町TIIn

刷館山口駅~聞社鳳ーセミナーパーク ・・・圃帽:11 ._  15:<10 守ー 怖"園・・
※覇軍Eコロナウイルスの...大E歯止のため、やむを得ず肉'の変更や中止になる渇舎があり.す.

-6-



令和2年度 λ第'-4回役員会議事録

日時令和2年8月18日(日) 13:00-16:00 

場所山口県秋吉台青少年自然の家

・出席 9名(自然の家職員、 NACS-]浅岡、黒田、大田、永井、

増野、松原、脇田、植田)

議題 γ ①自然観察指導員講習会ついて

・自然の家職員の説明、コロナ対策について

oNACS-]より概要説明、役割分担

・会場下見

日時 令和2年9月20日 (日) 1 8 : 3 0-1 9 : 0 O 

場所美祢市美東町民センター

①令和3年度定時総会について

② I・日時 1 1月15日 (日)1 Q : 0 O ~ 

-場所アクトピレッジおの

・内容総会、講話、野鳥観察会

.;，0その他

・機関誌カラー化へ検討。

・令和2年度監査 1 1月1日(日)

令和3年度第一回役員会 1 1月8日;(日) 於下松

一
<鋼集後毘》

秋号をお居けします。先月中旬から 2日問、 N

ACS-Jの第564回自然観察指導員会講習会・山

口が開催されました.

新しく会員になられました皆犠方には、実り多

い講習会ではなかったかと思います。

早速ですが、 11月15日(日)には、令事日3年
度の定時総会が宇都市小野の 「アクトピレッジお

の」で開催されます.お待ちしています.

同封しているハガキに必要事項を記入して 11
月5日(木)までに属くようお願いします.

次なる一歩を踏み出しましょう。 (U)

山口県自然観察指導員協議会会誌

くみどりの風>

-発行山口県自然観察指導員協議会

会長 大 田 和 彦

〒744-0043 下松市東陽2-2-5
Tel(Fa文)，0833-46・0103

-機関誌編集長 植田高弘

〒759-6603 下関市安岡町8・14開21
Tel(Fax)083・258・2706
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